
 

 
 

 

 

 

健康づくりや人間関係を広げるために、地域活動に参加したいと考える人は多いと思います。しかし、

地域組織への参加が難しい、活動が続かないといった悩みを抱える人もいるかもしれません。そこで、

多くの企業退職男性が参加し、活動を継続することに成功している地域活動の参加者にインタビュー調

査を行い、参加者の意識変化と組織戦略から成功の要因を探ってみました。 

今回の調査では、「男性だけの料理サークル」（同質的な参加者で構成される組織）と「誰でも参加で

きるウォーキングサークル」(多様な参加者で構成される組織)の２つの地域組織を取り上げました。 

 

図１は「男だけの料理サークル」の参加者の意識変化です。これをみると、食生活や近所づきあいに

対する不安、新しい活動への模索といった決意で活動に加わり、仲間の人生に触れ、料理、人間関係や

新しい挑戦について経験を積み上げることで、自分の出来ること(料理)、仲間、活動への自信といった

活動に対する意義が見出され、活動継続に至ることが分かりました。こうした意識変化を組織戦略との

関連でみると、(1)アクセスを容易にする戦略が気軽な参加意識の醸成に、(2)同質的参加者による料理

サークルでコミュニケーションルールを徹底したことが、活動に可能性を感じる肯定的な評価に、(3)

家族や地域との交流機会の設定が、周囲の人々から良好な反応と参加者の継続意識の強化に結びついて

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コラム：高齢者が地域活動に参加し、活動を継続するための秘訣とは？ 

〔参加を続ける意識の醸成〕   

《食に対する不安の気づき》 

《新しい活動への模索》 

《希望が充たされない経験》 

《気軽に参加できる》 《自由で縛られない気楽さ》 

《活動に対する気後れ》 

《料理の魅力を知る》 

《心地よい人間関係ができる》 

《新しい挑戦がうまれる》 

《自分にも料理ができる》 

《同じ感覚をもつ仲間がいる》 

《活動は無くてはならない存在》 

《家族との関係に変化》 

《地域の人に活動を認められる》 

〔できる経験の蓄積〕 

〔周囲からの反応〕 

応 

《  》：概念  〔    〕：カテゴリー 

：概念間の関係 

〔参加への決意〕  

《近所の人を知らない》 

《仲間の人生に触れる》 

《仕事のときと同じ関係は嫌》 

《仲間を誇りに思う》 

［継続への迷い］ 

《活動に対する自信の獲得》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１「男だけの料理サークル」参加者の意識変化 



 

 

図２は「誰でも参加できるウォーキングサークル」の場合です。ここでは、２つの経路がありました。

1 つは活動づくりの挑戦に加わることが参加動機となり、サポーターとして活動に適合する人と、もう

１つは健康への興味を充たすために一般参加者として活動へ適合を図る人の意識変化のプロセスがみ

られました。役割に応じた適合が果たされると、人間関係の心地よさや活動の成果を実感するなど、活

動への継続意識が醸成されていました。そのとき、組織戦略との関連をみると、(1)金銭的負担の除去が

気軽な参加意識に、(2) 仲間や地域との心理的交流の機会が人間間関係の心地よさに、(3)活動内容の

意味づけが充実感につながっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２つの地域活動の事例から、参加への負担感の軽減や地域の人々との交流が、高齢者の参加意識を後

押しし、継続意識を醸成する可能性が示されました。高齢者が地域活動へ参加し、活動を継続するため

には、組織戦略が重要であることを改めて確認することができました。 
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図２「誰でも参加できるウォーキングサークル」参加者の意識変化 


